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調査の概要

業務件名

｢化学物質系評価法に関する文献調査｣

2.

3.

4.

調査業務の目的

本調査では､ ARfD (急性参照量)値設定に係わる資料を収集･整理し､

今後の農薬毒性評価に資することを目的とする｡併せてハイリスクグル

ープのための評価ガイダンス及び個別評価事例を収集･整理し､化学物

質系評価に資するものとする｡

調査項目の必要性

食品安全委員会での農薬の食品健康影響評価を行うにあたり､毎日一

生食べ続けても健康に悪影響がでない量として､無毒性量(NOAEL)を

安全係数で除した一日許容摂取量(ADI)を設定している｡

しかし､近年､特に慢性毒性等に基づいて設定された無毒性量(NOAEL)

と､急性毒性試験に置いて得られた無毒性量の差が大きくない農薬に対

し､一日食べて健康に悪影響がでない量としての急性参照量(Acute

Reference Dose : ARfD)の設定の必要性が提唱されている｡

調査業務の項目

仕様書に基づき､以下の各項目の調査業務を行う｡

(1)国際機関及び諸外国におけるARfD値に関するガイダンス等の収

集･翻訳･整理

JMPR等より発表されているARfD値に関するガイダンス､及び

それに基づき各国機関により発表されているARfD値設定に係わる

資料を収集･整理する｡

(2)国際機関及び諸外国における-イリスクグループのためのガイ

ダンス等の収集･翻訳･整理

胎児､乳幼児､医薬品の服用者､疾患を有する者等のハイリス

クグループにおける健康影響評価のための､国際機関及び諸外国

のガイダンス及び個別評価事例について調査する｡
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(3)資料整理

事例毎に以下の項目について整理した上で､印刷物及び電子情報

をとりまとめる｡

(a)　題名

(b)　機関名

(C)　評価年

5. 検討会の設置

調査の実施に先立ち､有識者からなる｢化学物質系評価法に関する文

献調査検討会｣を設置し､調査計画､情報の収集･分析･整理等につき

助言を得た｡

(1)委員名簿

大前　和幸　　　慶鷹義塾大学医学部　衛生学公衆衛生学

香山　不二雄　　自治医科大学　保健科学教室

吉池　信男　　　国立健康･栄養研究所　健康･栄養調査研究部

(2)開催スケジュール

第-回　2005年10月

検索結果の報告と今後の方針の確認

第二回　2005年12月

フィルタリング結果の分類･整理について

第三回　2006年2月

収集データの整理と報告書の構成について

-2-



Ⅱ　調査方法.

1. ARfD値に関するガイダンス等の調査

国際機関､各国のホームページを使用し､ノイズを最小限に抑えるた

め｢ARfD｣､ ｢Acute Reference DoseJ ｢Guidance｣などのキーワードに

限定して検索を行った｡

2.ハイリスクグループのためのガイダンス等の調査

国際機関､各国のホームページを使用し､ ｢個々の化学物質｣､ ｢ハイ

リスクグループ｣をキーワードとして検索した｡ ｢ハイリスクグループ｣

には､過敏症､アレルギー､アナフイラキシー､小児､乳児､胎児､老

人(高齢者)､妊婦､遺伝子欠損者､疾病を有する患者､栄養不良者､

医薬品を服用している患者を含むものとした｡

3. ARfD値設定に係わる資料の調査

商用データベース(MEDLINE､ Biol. &Agric. Index､ FoodSci. &Tech.

Abs､ FOODLINE､ BIOSIS､ CAB Abstracts､ CA SEARCH)を使用し､

｢ARfD｣に関するガイダンスが主題となっている文献､また､ ｢ARfD｣

がタイトルにあり､抄録､キーワード中に｢食品安全｣､ ｢農薬｣､ ｢許容

量｣､ ｢蓋然性｣､ ｢曝露｣､ ｢評価｣等の言葉がある文献も検索した｡

4.ハイリスクグループにおける健康影響評価のための個別評価事

例の調査

検討委員会の結果､ハイリスクグループについては､生活習慣病(貧

血､高血圧､糖尿病)､小児､乳児､胎児(妊婦)､過敏症に限定し､化

学物質については子供-の安全性が間藤となっている化学物質を主体

として､亜鉛､銅を加えた｡ノイズを最小限に抑えるため､商用データ

ベース(MEDLINE､ Biological & Agricultural Index､ Food Science and

Technology Abstracts(FSTA) ､ FOODLINE､ BIOSIS､ CAB Abstracts､ CA

SEARCH､ EMBASE)から｢個々の化学物質｣と上記の｢ハイリスクグルー

プ｣がタイトルにあり､ ｢食品｣が抄録､キーワード中にある文献を検

索した｡検索年数は過去2 0年とした｡
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Ⅲ　調査結果

1. ARfD値に関するガイダンス等の調査

一般検索サイトよりARfDに関連する情報を特定し､付録1に列挙した｡

2.ハイリスクグループのためのガイダンス等の調査

一般検索サイトより､ハイリスクグループのためのガイダンス等に関連

する情報を特定し､付録2に列挙した｡

3. ARfD値設定に係わる資料の調査

商用データベース検索の結果､ 1)タイトル､抄録､キーワード中に

｢ARfD｣という言葉のある文献　60件､ 2)タイトル中に｢ガイダン

ス×ARfD｣が含まれる文献　2件､ 3)タイトル中に｢ARfD｣とあり､

抄録またはキーワード中に｢食品安全｣､ ｢農薬｣､ ｢許容量｣等の言葉が

ある文献12件､さらに4)タイトル､抄録､キーワード中に｢ARfD｣

という言葉のある文献　65件､計139件を出力した｡フィルタリン

グを行い､ ARfD値設定に係わると思われる文献1 0件を抽出し､付録3

に列挙した｡ 1 0件すべてのオリジナル文献を入手した｡

4.ハイリスクグループにおける健康影響評価のための個別評価事

例の調査

商用データベース検索の結果､ 1. ｢貧血｣と｢個々の化学物質｣が

タイトルにあり､ ｢食品｣が抄録､キーワード中にある文献　47件､

2. ｢高血圧｣と｢個々の化学物質｣がタイトルにあり､ ｢食品｣が抄録､

キーワード中にある文献　27件､ 3. ｢糖尿病｣と｢個々の化学物質｣

がタイトルにあり､ ｢食品｣が抄録､キーワード中にある文献　79件､

4. ｢小児∴子供､乳児｣と｢個々の化学物質｣がタイトルにあり､ ｢食

品｣が抄録､キーワード中にある文献1, 420件､ 5. ｢胎児､妊

婦｣と｢個々の化学物質｣がタイトルにあり､ ｢食品｣が抄録､キーワ

ード中にある文献　261件､ 6. ｢高齢者｣と｢個々の化学物質｣が

タイトルにあり､ ｢食品｣が抄録､キーワード中にある文献1 11件､

7. ｢アレルギー､過敏症｣と｢個々の化学物質｣がタイトルにあり､ ｢食

品｣が抄録､キーワード中にある文献146件となり､合計2, 09

1件を出力した｡化学物質及びハイリスクグループ毎の検索結果の件数

を付録4に列挙した｡検索結果より､委員によるフィルタリングを行い､

5 5 7件のオリジナル文献を入手した｡さらに文献をフィルタリングし､
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最終的には1 7 7件に絞り込みを行った｡

5.収集したデータの処理

一般検索サイトで得られた情報については､資料をすべて入手し､全

文和訳もしくは日本語による概要を作成した｡

DB検索結果から入手した文献のうち､ ARfD値設定に係わる資料は翻

訳もしくは抄録作成作業を行った｡

EPSA(European Food Safety Authority)のサイトに掲載されている

Conclusions on the peer review of pesticide risk assessments　の

中から設定されているARfD値を抜き出し､一覧表として付録5に列挙

した｡

ハイリスクグループにおける健康影響評価のための個別評価事例に係わ

る文献については､すべて論題和訳を付与し､さらに委員により作成された

概要を基に､研究デザイン､影響因子､チェックポイント､結果等の項目を

付加し､簡単なデータベース化を行った｡

6.結果のまとめ

ハイリスクグループ毎に検索結果をまとめると､対象は重複しているも

のを含めて､胎児　24件､乳幼児　113件､小児　110件､妊婦　1

7件､成人(貧血患者1件を含む)　3件､高齢者　4件と圧倒的に若年層

に関する評価事例が多かった｡　　そのため､食品というよりも母乳､乳

幼児用人工栄養食などに含まれる化学物質評価の論文がほとんどであった｡

′｣､児を対象にした文献では､陰膳法による摂取量評価の論文が散見された｡

また､妊娠女性と胎児､出産児の関係では､母親の頗帯血及び血中濃度と出

産児の血中濃度を比較し､胎内移行等､出生前曝露について評価していた｡

また水道鉛管､食器の粕薬による鉛摂取に関する論文も多数みられた｡

食品による健康影響としては汚染地域での魚及び野菜摂取による化学

物質摂取量の検討がなされていた｡

成人､高齢者を対象とした論文は､ほとんどが環境曝露､中毒に関する

ものであった｡

なお､すでに評価が定まっているメチル水銀､ダイオキシンに関する文

献については委員との検討の結果､除外した｡
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ⅠV.ハイリスクグループにおける健康影響評価のための個別

評価事例の調査結果についての委員の考察

1.胎児がリスクグループとなる場合

平成17年度の研究対象物質である重金属および有機塩素化合物について食品

安全に関する文献の集約を行った結果を｢-イリスクグループ｣という観点か

ら備轍すると､多くの物質のハイリスクグループは｢胎児｣であり､成人につ

いては中毒例が殆どであった｡先般結論がでたメチル水銀でも胎児(実質的に

は妊婦)が-イリスクグループであった｡胎児がハイリスクグループと認定さ

れた場合の問題点について､以下に考察する｡

1)影響の把握

催奇形性に関する過去の情報を表1,表2に示した｡ ｢いかなる化学物質も適

切な量を適切な妊娠の時期に与えると､その発生を障害し得る｣といラ

Karnofskyの法則により示唆されるように､催奇形という重篤な影響からメチル

水銀のエンドポイントとして採用した軽微な影響に至るまでの量影響関係(図

1)は容易に想定し得る｡

しかし､ハイリスクグループにおける低濃度曝露による軽微な影響に関する

情報は圧倒的に少ない｡とりわけ動物実験では把握できない高次神経系に対す

る機能的影響の把握は､その医学的意味､すなわち｢臨界影響以上の､健康に

とって悪い影響である｣という判断も併せて､大変困難である｡先般結論を出

したメチル水銀についても､観察された影響が臨界影響以上の影響か否かにつ

いて専門家も的確な判断を示し得なかったこと､利用可能であったたった2つ

の疫学情報の結果が　positive　と　negative　と相反したこと､という

evidence-basedmedicineの観点からは大いに疑問であった｡それにも係わらず､

情報が不足しているときは､ ｢環境の予防原則としての世代間倫理｣の考え方や

｢疑わしきは罰せよ｣という不確実性を受容した判断をせざるを得ないという

｢専門家の判断= undesirable evidence -based medicine｣になることはやむ

を得ないという葛藤は常に存在する｡

2)受容リスクレベルと不確実係数

ハイリスクグループに対するstandardvalueを提示するには､量反応関係(図

2)の情報が存在しなければならない｡しかしそのような情報が十分であるこ

とは､殆どの化学物質について期待薄である｡仮に十分な情報が存在する場合､
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闇値がない影響を想定する場合には過剰リスク分の受容リスクレベルをあらか

じめ決めておかないとstandard valueを決められないし､闇値が存在する場合

は一定のphilosophyがないと整合性のあるstandard valueは決められない｡

しかし､我が国の食品安全の場合には受容リスクレベルの規定はないし､不確

実係数についても物質毎に係数の種類と係数が決められているのが実際である｡

メチル水銀の場合には､闇値がある影響として取り扱っているが不確実係数は

殆ど考慮されていない一方､ bottledwaterに含まれる不純物の場合には十分に

大きな不確実係数が考慮されている､という不整合がすでに存在している｡こ

の不整合および受容リスクレベルの決定はrisk managerの判断領域であるが､

これらの決定は､国民のリスクという概念に対する理解がないと受け入れられ

がたい可能性がある｡とりわけハイリスクグループが胎児である場合には､ ｢未

知に対するおそれと我が子に対する愛情｣の相乗作用でリスクパーセプション

が非常に小さくなり､ゼロリスクレベルあるいは過剰に低い受容リスクレベル

を求められる可能性が高い｡

表1発生奇形と作用のタイミング(ヒト)
Malformation　奇形　　　　　　　　　　　　　　　　巨Timin

ja　単眼症　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葺23da
r
o

em0neドS 人魚体奇形　　　　　　　　　　　　　嘗23da
Anence 無脳症　　　　　　　　　　　　　　　巨26d
妻Menin elocele　髄膜ヘルニア

Esophageal atresia plus t｢acheoesophageal fist山a
気管食道癌を伴う食道閉鎖
nsposition ofgreatvessels　大血管変位
口唇裂
matic hernia　横隔膜ヘルニア　　　　　　　長　6wk

妻Rectalatresiawithfistula　鎖月工　　　　　　　　　　穿　6wk　粟

…ventricularseptaldefect　心室中隔欠損　　　　　　署　6wk　雲

量Duodenalatresia　十二指腸閉鎖　　　　　　　　　蔓7-8wk妻

alate　口蓋裂　　　　　　　　　　　　　　　彊8-9wk妻

Malrotationofgut　小腸回転異常　　　　　　　　　萱10wk　妻
蔓Meckel'sdiverticulum　メッケル憩室　　　　　　　　蓬10wk　妻

喜Bicornuateuterus　双角子宮　　　　　　　　　　　蔓10wk　妻

torehidism　停留皐丸　　　　　　　　　　　　　蔓7-9mo
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表2　催奇形性物質
一催奇形性既知の物質等
I oniz ing Radiation

-Therapeutic, Radioiodine, Atomic fallout

Infections

-CMV, Herpes vims hominis, Parvovinis B- 1 9, Rubella, Syphilis, Toxoplasmosis, Venezuelan equine encephalitis virus

Drags and Environmental Chemicals

-Androgenic chemicals

-Angiotensin-converting enzyme inhibitors ‥ Captropril, Enalapril

-Antibiotics.. Tetracyclines

-Anticancer drugs.. Aminoptenn, Busulfan, Cyclophosphamide, Methylaminopterin

-Anticonvulsants.. Diphenylhydantoin, Trimethadione Valproic acid

-Antithyroid drag.. Methimazole

-イJielalor.. Penicillamine

｣^oumann anticoaglant.. W血in

⊥Metals H Lithium, Mercury (organic)

-Retinoid ‥ 1 3-cis-Retinoic acid, Etretinate

-Other chemicals.. Chlorobiphenyls, Cocaine, Diethylstilbestrol, Thalidomide

Metabol ic lmbal ance

-Alcoholism, Cretinism, Diabetes, Folic acid de触ency, Hyperthermia, Phenylketonuria, Rheumatic diseases, Vinhzing

tumors

-催奇形性の可能性がある物質等
Habitual risk

-Binge drinking, Cigarette smoking, Zinc deficiency, High Vitamin A

Infection

-Varicella virus

Drugs and environmental chemicals

-Carbamazepine, Disulfiram, Lead, Primidone, Streptomycin, Toluene abuse

死
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反応率
(発生率)

図2　量･反応関係
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2.乳幼児がリスクグループとなる場合

食品中に含まれる有害物質のリスク評価をする場合､乳幼児､小児は､成長

過程にあり､体重あたりの摂取カロリー数が高く､摂取する有害物質量を体重

あたりに換算すると､大人の2倍から4倍にもなる場合がある｡特に母乳中に

含まれる有害物質になると乳児は母乳しか飲まない場合および時期があるため

に非常に高い曝露量になりうる｡その例として､乳児期のダイオキシン類-の

曝露があり､大人のTDIの10倍に達する例もある　TDIの算定は一生摂取して

も健康影響がでない基準で定められている｡しかし､乳児が母乳を飲んでいる

期間は非常に短期間であり､その母乳を飲むことによって得られるメリットと

大人で定められたTDIを超えることに関する比較検討をすることになる｡

乳幼児がリスクグループとして真にリスク評価を必要とする化学物質は､小

児期に感受性が特に高いと考えられる物質である｡一方､半減期が長く､乳幼

児にも大人と同様の解毒機構が備わっているような化学物質については､あま

り問題にする必要はない｡この例としてはカドミウムがあげられる｡すなわち､

経口摂取されたカドミウムは肝臓でメタロチオネインなどに結合し蓄積され､
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その一部は腎臓皮質にメタロチオネインと結合したカドミウムとして蓄積され

る｡小児期には影響は出ずに､中年以降にならないと､腎機能障害も見られな

い｡また､カドミウムは､胎盤から胎児に移行することはほとんどなく､カド

ミウム曝露は食事を開始してから後に始まる｡

一方､メチル水銀の場合､胎児期の胎盤からの胎児-の移行が問題になる.

メチル水銀は神経組織に親和性が高く､急速に発育している胎児の神経系に影

響を与える可能性がある｡特に妊娠後期のメチル水銀の曝露には考慮が必要で

ある｡乳児期になると母乳中で分泌されるメチル水銀量は少なく､胎児期に比

べるとそれほど問題となる量ではない｡

以上のように､化学物質により体内動態や代謝速度､母胎から胎児間､母乳

中分泌などの様式が異なり､それぞれの化学物質の毒物動力態学的解析

(toxicokinetic and toxicodynamic evalutation)が重要である｡

3.複数の関連化学物質の曝露評価の必要性

人が化学物質に曝露するときはそれぞれ異なる曝露環境があり､共存する物

質も様々である｡例えば､多環芳香族炭化水素には塩素化物や臭素化物など多

くの異性体があり､それらは蓄積や代謝の経路や速度は似通っており､総合的

に評価する方が､それぞれの化学物質を個々に分析および解析するより実態評

価に適している｡また､重金属の例では､カドミウムやメチル水銀､コバルト

などの重金属の有害影響は､一緒に摂取する亜鉛､セレニウム､鉄などの存在

量､または生体中に存在している量で､毒性の発現の仕方が異なってくる｡こ

のよう例でも､単独の重金属曝露を評価するのではなく､複数の曝露を評価す

る方が､より毒性発現量を正確に評価することができる｡これは､小児は発育

段階にあり､発育に有用なミネラルなどの摂取量も関わってくる｡

4.小児学童の経口曝露量評価の難しさ

食品からの有害物質の曝露評価を行う場合､小児･学童の曝露評価は大変

難しい｡幼児の食品摂取は母親などの保護者の管理下にある間は､母親に質問

票を記載してもらえばいいが､幼児になると保育園や幼稚園での昼食､間食を

どのくらい摂取しているかは母親には把握しにくい｡`また､学童期になれば､

学校給食をどのくらい摂取しているかも母親には把握することが難しい｡この

ような場合､幼稚園や学校に栄養士を派遣して､摂取状況調査をする以外には

無理である｡曝露量評価は､各種の食品のそれぞれの当該化学物質濃度の測定

とそれぞれの食品の摂取量の測定精度にかかっているので､小児および学童の

曝露評価をする場合､摂取両調査は大変重要である｡
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Ⅴ　データベース概要

1.データの構成

｢Start画面｣､ ｢化学物質文献検索画面｣､ ｢化学物質文献詳細画面｣､ ｢ARfD

文献一覧画面｣､ ｢ARfD評価例詳細画面｣により構成されています｡

1) Start画面

i:>Wj柁) ▲1V　■示w　サ.J.中　●式e> i⊃-ドく即　*J'-ルq?ウ<ンドゥW　ヘルプ世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†き､

-　　　　　　　　　　　　　　　　　-



2)化学物質検索画面

以下の項目から成り､検索によって特定のデータを抽出することが可能です｡

･文献管理番号

･化学物質名

･国名

･ハイリスクグループ

･論題

･著者

･書誌事項
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3)化学物質文献詳細画面

ハイリスクグループにおける健康影響評価のための個別評価事例の詳細デ

ータが表示されます｡

:ヱh'ルQ? t纂¢　轟示U fl入q)暮式Ql　レコード<B>　蝣一�">-ルロ　かンドゥV　-U^(H)

Loncrtudmal meaSUrements of tznc書

PeruvLU暮childrenl consumni J18さt products fortrfea

rth won onレor ron droll oI28　　Isol暮znc暮

鉄のみまたは鉄と :'ニーrL ,卜JE5品St'CL^-M -

｣tM I(asti r*日出盛のEESfflもコ両

de Romana Daniel L. Sal.封ar M. Hamb血:e KM. Penny Mary

E. Peerを凸　Janet M. Krebs Mancy F. &oォn Kenneth H

Program n riternat氾na川山rtmn and the Department 07
仙Jtr爪ion. Lriiversrty of Califo nia. Davis 9561 6. USA

リ芯Ma T- iM.1 HiiT-lMiln dnffHliTHUiiTT?

▼　_　e X

n投与IJFe投与とささ含しない｡

供をiyんでF
虹講をE3S3叩逝i-tAtai盟

BACKOROUトJD informalran is needed on theかactionaくわso蝣ption ot zinc (FAZ) and absortだd zr¥亡LAZ

tortrtied#foods書OBJECTrVt The objective mas to meaゞu e FflZ and AZ from dォts lortifiedサith d刑　　`

determine 〟-ether znc absorption chances over approximately 7 Wk DESIGN Fort>-one stunted. moderate
daily, at breakfast cnd lunch. 100蝣一蝣heat troducts fortified with 3 me Fe (fei I(!サ,d 3 I■:rdud Zn-〔･. at breakfast and lunch. 100 c一蝣heat products fortifiedwith 3 i f Fe (ferroussulfalelarid O <i■:roup Zn-0

9) rrtf Zn bric sulf*te)per 100 c tfloui書FAZ was measu'edon血ys 2-3 8nd5ト52. meaトspscrfc AZs i

pro kinged exp

ounts of2nc

C ch】klr

3 koupZn-S
re cakulated

｢一覧に戻るlボ

之∠

化学物質文献詳

細画面を閉じて､

化学物質文献検

索画面に戻りま

す｡

1 1 FAZ ond ZhC n take RES ULTS. For the breよlast and lu nch meals c｡ ibm cd. mcdn tot&lzーnc intakes wer
lups Zn ー0LZn l3一針d Zn-9.respectively,durlnj the in 一itialabsorption studies, mean (◆′-S D) FAZ V'蝣slues

｢ 印 刷 ■ ボ タ ン052. and O 133 ◆′- 0 041. res叩 ctrveレ.on days 2-3 <P く0 001)and did not cha叩 e S` nIk antly on 由yS 5
hikfr en studie d tー蝣ne e H ear れ什a lAZ ー蝣as pc srtrve レrelated to zn c rーtake (D 71 ◆ノー0 18.1 日 ◆′- 0 21.an
espe cttive ly. P くB OOn .trialVslues did no†dri寸er sifn 山ear 叫 fro m the r itualVakjes C O NC LUS IO NS AZ fr
tn,†JM-rlーh…† † 相 でh V∩unr rhilrb-̂ n r^Utiv* ー爪thi* l*v*l∩f h rtrtir*tLnn nn^ 〔hー■■一丈∩n lv ォl 文 献 詳 細 事 項 を

印 刷 し ま す 0
■ レコード= it i . r｢ m i打〕≠!蠎* ] / 177 I

U M> * ^ t l-

レ コ ー ド 移 動 ボ タ ン

先頭レコード---先頭レコード-移動します｡

前のレコード-･･-前のレコード-移動します｡

レコード番号･-･-現在選択しているレコード番号｡

次のレコード-･-･次のレコード-移動します｡

最終レコード---最終レコード-移動します｡

レコード数----抽出されたレコード数が表示されます｡
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4) ARfD文献一覧画面

以下の項目から成り､検索によって特定のデータを抽出することが可能です｡

･種別

･資料名/論題

･機関名/著者名

･作成年

URL/書誌事項

:三遷升イル申　編纂管　長sw　挿入q)書式や)レコードQP　ツールや　ウ<ンドゥ妙　～けW 号習そつ､　:�"*--.

QJぬ血umen! far settr* an Acute

n Dutctl natbn古I pesticit土evaluat耶
ReIeronce dose FWW 2001　htteZ/w　　　れnl/bblo

A RfD-2　　　ARIDガイダンス

RftM ARIDガイダンス

ARIDガイダンス

ARfCW価例

D-?　　ARJ噛宙こ係わも文必

A RI Dfli頓=係わる文戯

-9　　　AW噸こ係わる文献

ォRi Mil fsi ; rvわも文l大

1 1　　A RJD侶呈石百こ係わも文LZ

ARf WBl矢玉に係わる文献

血触for the settnc of an山reIerence血　　　Eire*朋n Co…tssion　2001 httpy/ajopaount/comm/food(AMD)
PedK:也residues h food - 2004　　　　　　　　V什O S FiVXJMPR)　2004　Mtp7/サhqi此■h⊃ rtt/h山C81

慧£ion or the eence d｡ses舘i誌恕芸拭れ　EuofW Ccm由ion : 2000 htW/e--.eu.nt/comm/food/fs

廿t Sc甘蝣rtific Committ幹on Plants expressed m 2B

QJ山ance on settr暮Of肘e referm血等古(arid:) fq Who

pest icぬ

Probabilitsic exposu-e心事eS等ment for chtor赫'T-

throueh polatD

2005　Food and伽micaI Toxicohyォーー

2004　http://WiHnovぬ/htm!/ォ

Beat J　　2004　Mitteikjmr, aUS Let耶mrtteJunter
l *2004

Vatlbt-打d sensitivity amレsis of a probabilistic Lope.- A. Rueda C.

model for dietary e御免re ■全紙ssmertt tO pesticide Armenia A Rodricuez

resnues 【ith a 【iasque Country duplicate diet study　　. Cuervo L. Ocb JA

G∫rent knowteeke and n∝斬1 developments n ∝れ凱mer Ferrier K

e耶Je assessm印it of pestにぬo UK pqi叩ctrve Nieuwenhuijsen M

Boobis A. EHioォP

｢[he use of b　　副叩tNm血ita n a手紙:ssments of L8血J

exp汚ure to food chembIs rcludhf the app】cation oI

Fr仙ilistc和feline
Use oI probabilistic me仙i exposure assessment rl Mskd OC. F*r P.

Germany

叩ites of chiorpyrifos exposure and血se (or Buck RJ. O*ォynak H

廿蝣* Mrm亡手口to and AreOnu NHEXAS仰　　　　　　　Xue J. Zォrtサwi VG

Ham�"■StrO蝣I

｢　｢　[亡圧か/23

2003　Fi∝Id additives and contaminants :

2002　Food Additives and Contamiwits

aXI2　Proceedレts of the Nutrrton S∝bt

2001　Amafs of occupational hy暮iene 4E

2001 Journal of exposure如レsis and亡
2662001

}

レコードの指定

1 行 1 レコー ドになっています0

詳細を見たいレコー ドをクリックすることで選択できます0

化学物質文献検索画面-移動します｡

ARfD評価例詳細画面-移動します｡
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5) ARfD評価例詳細画面

ARfD評価ガイダンス､ ARfD値設定に係わる文献､ハイリスクグループガイ

ダンスの詳細データが表示されますO

: 托 成 年 ー2 0 0 1

U R I M tp .v .岬 Yl 川 m n !′bt to tトォォu v 叫 C r te n ノ◆62 ォ 5 M )Cl2 .h t fh ー

｢u r l i y ンク

各ガイダンスの U R L へリンクしています○
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付録1

ARfD　ガイダンス

資料名 機関名 作成年 U R U 誌名

A RfD - G uidance docum ent for setting an A cute R eference dose in

Dutch nationalpesticide eValuations

RlV M 200 http‥//w w w .rivm .nl/bibliotheek/rapporten/620555002.htm l 抄訳

A RfD -2 G uidance for the setting of an acute reference dose (A RfD ) European

C om m ission

200ー http://europa.eu.int/com m /food/plant/protection/resources/7199 VL99

.pdf

抄訳

A RfD t3 P esticide residues in Food - 2004 W H O & FAO

JM P R)

2004 http‥//w hqlibdoc.w ho.int/publications/2005/9251052425.pdf 抄訳

A RfD -4 O pinion on the generalcriteria for setting acute reference doses

for plant protection products (opinion ofthe Scientific

C om m itt ee on Plants expressed on 28 January 2000)

European

C om m ission

2000 http://europa.eu.int/com m /food/fs/sc/scp/out02_ppp en.htm l 全訳

A RfD-5 G uidance on setting of acute reference dose(A RfD )for

pesticides

W HO 2005 Food and C hem icalT oxicology 43:1569-1593,2005 全訳

A R fD-6 A RfD L st A uStraHan G oV■ 2004 http://w ww .tga.goV●au/docs/htm l/arfd.htm リストのみ

ARfD評価例.･農薬毎のピアレビューによるリスク評価が随時更新される

資料名 機関名 作成年

C onclusion regarding the peer reView of the pesticide risk

assessm entS ■updated

EFSA 随時 update http://ww w .efsa.eu.int/science/praper/conclusions/catindeX en.htm l
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付録2

ハイリスクグループガイダンス

資料 名 機 関名 ■ 作成

年

U RL

R G - 00 1 C h ild ren s H ea lth P rioritie s w ithin th e P est M an gem e nt

R egu lato ry A gen cy

H e alth C a na da 20 02 htt p‥//w w w .p m ra -a rla .gc.c a/e ng lish/ pdf/ sp n/ spn 20 02 -0 卜e.p df 全訳

RG - 00 2 C h ild ren s he alth and en viro nm ent:A reV iew of eV ide nc e W H O E u rop e an

En V iro nm e nt A ge nc y

20 02 http:// re po rts.ee a.e u.int/ en Viro nm enta Lissu e.re po rt.2 00 2.29 / en 日本語要約あり

RG -00 3 P rinc iple s for E∨alu atio ng H e alth R isks to R e pro du ctio n

A sso c ia te d w ith E xp osu re to C he m ic als

W H O 20 0 1 htt p‥//w w w .in ch em .org/ do cu m ents/e h c/ eh c/ eh c2 25 .htm 日本語版単行書あ

り

R G一004 W H 0 化学物 質の生殖 リスクアセスメント W H O 20 05 単行本 =上記 資料の翻訳

RG -00 5 T o am en d th e T o xic S ub stan ce s C ontro lA ct to re du ce the

e xpo su re of c hild ren ,w o rkers,a nd c on sm ers to tox ic

c he m ic al su bsta nc es :

米子 ども安全化学物質法案 子ども､ 労働者､ および消費

者の有害 物質への曝露を低減するための有害物質規制法

(T S C A )を修正する法案

G O A U S A ) 20 05 http:// w w w .jeffo rds .s en ate .gO V/ s 13 9 L kids safe ch em ica ls a ct p df 日本語訳あり

RG -00 6 F e de ral F oo d, D rug ,a nd C o sm etic A ct

C h apte r IV - F o od

S ec. 408 To ler anc es and ex emp ti ons for pe sti cid ec hem ic al

re sid ues (b ) 2 c

FD A http:// w w w .fd a.g ov/ o pac om / law s/ fdc act/fd ca ct4 .htm
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付録3

ARfD値設定に係わる文献

タイトル ^ 東名 巻 早 ページ 日本語訳

A RfD-7
Probab…stic exposure assessm ent for chlorpropham

2004
M itt e‖ungen auS

95 5 42 -436 抄訳
through potato Lebensm rtteluntersuchung und H ygiene

A RfD -8

Validation and sensitiVity analysis of a probabilistic m odel

for dietary exposure assessm ent to pesticide residues w ith

a Basque C ountry duplicate diet study

2003

Food additives and contam inants

20 1 S87- 0 抄訳

A RfD t9
C urrent know ledge and recent deVelopm ents in consum er

exposure assessm ent of pesticides:a U K perspective
2002

Food A dditiVes and C ontam inants

19 9 837-852 抄訳

A RfD - 0
T he use of food consum ption data in assessm ents of､

exposure to food

2002
P roceedings of the N utrition Society

61 1 ll-18 全訳

A RfD ー11
Use of probabilistic m ethods in exposure assessm ent in

G erm any
2001
A nnals of occupational¥tygiene

45 1 S65-67 全 訳

A RfD -12
M odeled estim ates of chlorpyrifos exposure and dose for

200

Journalof exposure analysis and

ll 3 253-268 抄 訳
the M innesota and Arizona N H EX AS populations environm entalepidem iology

A RfD -13

A practicalapplication of probabilistic m odelling in

assessm ent of dietary exposure of fruit consum ers to

pesticide residues

2000

Food additiVes and contam inants

17 7 601-610 抄訳

A RfD -14
A perspective of pesticide residue variability and acute

dietary riSk
2000
Food A dditives and C ontam inants

ー7 7 637-639 全訳

A RfD -ー5 C hlorpyrifos:probabilistic assessm ent of exposure and risk 2000 N eurotoxicology 21 203-208 抄訳

A RfD一16
Food safety from farm to table…a nationalfood-safety

m itiatiVe
1997
D airy,Food and Environm entalSanitation

17 9 555-574 抄訳
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付録4

商用データベース検索結果件数一覧
調査 日‥ 20 05 年 10 月 5 日

使用データベース: M ED LJN E .B iol& A gric In d ex .Fo od S ci.& T ec h.A b s▼F O O D U N E .B IO S IS .C A S EA R C H .C A B A b stracts.E M B A S E

検 索 年 代 ‥ 198 5 年 ~ 2 0 05 年

検索条件 = 化 学物 質 ×食品 ×ハイリスクグループ(高血 圧 ､貧 血 ､糖 尿 病､ アレルギ ー ､乳 児&小 児 (子供 ) ､胎 児 (妊 婦) ､ 高齢 者 )

■化 学 物 質名

ハイリスクグループ

高血圧 貧血 糖尿病■ アレルギー 乳児 & 小 児 胎 児 高 齢者

件数 件数 件数 件数 件 数 件数 件 数

重金属 類 2 1 14 2 6 1

鉛 10 4 4 10 24 7 3 1 13

批 素 2 1 8 3 2 2 1

マンガン 2 3 7 6 4 2 3

メチ ル 水 銀 2 5 4 ll 2

亜 鉛 2 19 5 3 14 52 8 13 1 6 7

鍋 5 17 8 2 7 17 3 3 2 12

環 境 化 学 物 質 1

ポ リ塩 化 ビフェニル類 2 2 15 0 2 0 8

二 酸 化 硫 黄 1 2 8

環 境 タバ コ煙 ll 2

多 環 芳 香 族 炭化水素 類 2 1 2 4 1

ダイオ キ シン類 1 5 10 1 15 1

内 分 泌 撹 乱 化学物質類 3 1

シックスク■ ル関連物 質 1

キ シレン

トルエン 1 1

パ ラジク口ルベンゼン

ホルムアルデヒド 4 1 10 1 1

エチル ベ ンゼン

スチレン 1

フタル 酸 エステル類 1

フタル 酸 ジイソノ二ル

フタル酸ジー2■エチル へキシル

フタル酸ジ■n-プチル 1

(次頁につづく)
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化学物質名

ハイリスクケル■プ

高血圧 貧血 糖尿病 アレルギー 乳児&小児 胎児 高齢者

件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

農薬類 3

キャブタン 1

ク口ルビリホス 1 3 2 2 1

ダイアジノン 1

デイ●ト

フエノブ力ルブ

ベルメトリン 3 4

メチルパラチオン 1 1

揮発性有機化学物質 1 3

アセトン 1 3■ 2 2

ウンデカン

塩化ビニリデン

塩化ベンゼン 3 2

0-キシレン

m -キシレン

1,4-ジオキサン

1▼2■ジク口ロエタン

1 ー3 - ジクロロベンゼン

デカン

テトラクロロエチレン 1

∩■ドデカン

トリクロロエチレン

二臭化エチレン

ピネン

ベンゼン 1 1 2 5 2 2

メチルエチルケトン

臭素化難燃剤 5

オクタブ口モジフェニルエーテ

ル

デカプロモジフェニル工●テル

ペンタブ口モジフェニルエ●テ

ル

合計 27 47 79 146 1,420 261 111

絵計 2.091
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付録5
ARfD値

pestic ide A RfD fi na ised

1 cy prodinil no A R fD 14-D ec-0 5

2 thio dicarb 0.0 1mg /kgb w 14-D ec-0 5

3 clopyralid no A R fD 4-D ec-0 5

4 d im ethenam id 0.25m g/kg bw/da y 4-D ec-05

▼5 triclopyr 0.3mg /kgb w/day 14-D ec-05

6 fosetyl no A RfD 4- D ec-05

7 T n nexapac no A R fD 14ーD eCー05

8 P in m iphos-m ethyl 0.15m g/kg bw 10ーA ug- 05

9 F uoxastrobin 0. 3mg /kg bw 10-A ug- 05

10 R im suげur0∩ no A R fD 10-A ug-0 5

ll P irim icarb 0.1m g/kg bw 10-A ug-0 5

12 D im oxystrob in 0.00 4mg/k gbw/d ay 10-A ug-0 5

13 C lodinafop 0.5 mg/ kgb w 10ーA ug-0 5

14 to lc lofos- m ethy l no A R fD 22-J unー05

15 tn ticonazo e 0.05 mg/ kgb w 22-J un-05

16 1-m ethy lcy clo propene 0.07m g/kg bw/d ay 2ーM ay-05

17 tri¶uralin no A RfD 14- M arー05

18 g山fosinate 0 .04 5mg/ kgb w 14- M ar-05

19 tolylfluanid 0. 25mg /kgb w/da y 4- M ar- 05

20 d山｢0∩ 記載なし 14-Jan- 05

2 1 oxam yl 0. 001mg /kgbw /day 14-J an- 05

22 tribenuro n 0. 2mg/ kgbw /day 19- O ct- 04

(※Cone山sions on the peer review of pesticide risk assessments European Food Safety Authority　より)
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